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Ⅰ　佐渡伝統文化研究所　活動記録
１．沿革
【平成 16 年度】
　佐渡伝統文化研究所を設立することを佐渡市
長が表明する。
【平成 17 年度】
　佐渡伝統文化研究所準備室を佐渡市教育委員
会生涯学習課に設置した。
　準備室室長　木下　　勉
　情報指導員　池田　雄彦
　準備室係長　北見　継仁
　主　　　事　山口　忠明
    　　同　　　渡邊　智美
　佐渡市長の平成 17年度『施政方針』で、「研
究所の基本理念」として、「佐渡の歴史と文化を
再認識し、有形無形の歴史・文化資産を保護継
承し、子々孫々まで残していくことは現代に生
きる私たちの責務であると考えます。そのため、
島内の研究者や伝統技術・技能の伝承者を集め、
貴重な資料の散逸を防ぎ、専門の研究機関を設
置することで、各地に残る貴重な資産・資料把
握、保存整理研究が行える『佐渡伝統文化研究
所』（仮称）の設立を行い伝統文化の継承に努め
ます。」と表明する。
【平成 18 年度】
　佐渡伝統文化研究所準備室を佐渡市教育委員
会文化振興課内に設置した。
　準備室室長　菊池　克己
　情報指導員　池田　雄彦
　準備室係長　北見　継仁
　主　　　事　鹿取　　渉
【平成 19 年度】
　佐渡伝統文化研究所を佐渡市教育委員会世界
遺産・文化振興課内に設置した。
２．運営の状況
　関係機関に配布したリーフレットの中で、設
立趣旨を、
　「佐渡は、古くから島外の文化を受け入れなが
ら島独自の文化を形成し、貴重な民俗芸能や伝
統的な行事なども継承されている。また、多様
な地形や植生・地質など、自然景観にも恵まれ
ている。このような文化遺産や自然環境は島内
外の人々にとって大きな魅力となっているが、
十分な調査や保存が行われているとは言えない
状況にあった。
　このような貴重な文化遺産の価値を島民に十
分理解してもらい、その調査と保存・活用を図
るべく、佐渡伝統文化研究所準備室を設置して
その任に当たって来た。本年度から本格的な活
動を目指して正式な『佐渡伝統文化研究所』を
設立した。今後は、貴重な資料の散逸を防ぎ、
データを集積して広く情報を発信しながら島民
の皆さんは勿論佐渡を訪れる多くの方々に利用
して頂けるように務めたいと考えている。」
として掲げ、活動を開始した。
佐渡伝統文化研究所　組織
　所  長　石瀬　佳弘
　次  長　高藤一郎平
　　　　（世界遺産・文化振興課  課長補佐）
　情報指導員　池田　雄彦
　　　　（世界遺産・文化振興課　嘱託職員）
　係　長　北見　継仁
　　　（世界遺産・文化振興課　資料係　係長）
　主　事　滝川　邦彦
　　　（世界遺産・文化振興課　資料係　主事）
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3.2　調査研究事業    
3.2.1　市指定文化財現況確認
　市指定文化財 213 件中 111 件の現状を確認
し、今後の保存・管理の措置を検討するための
基礎資料を得た。確認できなかったものについ
ては今後の追加調査の対象とした。
3.2.2　後藤五郎次関連資料調査
　新穂出身の衆議院議員 後藤五郎次 (1827 ～
1897) ゆかりの書画・古文書等を調査。保存状
態は良好であり、記録撮影した。
3.2.3　瑞仙寺資料調査
　相川地区 瑞仙寺に伝わる涅槃図を調査。裏書
き・箱書き・「佐渡国略記」の記述から、寛延２
(1749) 年のものが現存していることが判明。ま
た、 図像にネコが描かれていることからも貴重
な涅槃図として注目した。
3..2.4　瑞仙寺等建造物予備調査
　専門業者の協力を得て実施。建物構造や彫刻
の特徴から、江戸時代前期～中期建造の可能性
が指摘された。
3.2.5　畑野地区 長谷寺登録有形文化財調査
　長谷寺を国の登録有形文化財原簿へ記載する
ことを目的とした。文化庁・新潟県教育委員会
の指導の下、市が業者委託で実施した。
3.2.6　沢根地区 本光寺登録有形文化財調査
　本光寺を国の登録有形文化財原簿へ記載する
ことを目的とした。文化庁・新潟県教育委員会
の指導の下、市が業者委託で実施した。
業　務　内　容 主　　任 副　　任
佐渡伝統文化研究所の総合施策に関すること 石瀬所長 高藤次長
佐渡伝統文化研究所の事務に関すること 高藤次長
北見係長
滝川主事
佐渡伝統文化研究所の総合施策に関する調査・研究・報告・情報発信に関すること 石瀬所長
高藤次長
池田情報指導員
北見係長
滝川主事
佐渡伝統文化研究所、博物館、資料館に関するネットワーク化に関すること 高藤次長
池田情報指導員
北見係長
佐渡の歴史・文化・自然に関するデジタルデータベースに関すること 北見係長
池田情報指導員
滝川主事
佐渡伝統文化研究所のホームページに関すること 北見係長 池田情報指導員
番号 分野 資料名 寄贈/寄託/その他 数量 収集年月
1 歴史資料 長谷川海太郎家関連文書 寄贈 段ボール箱３・ふすま２組 H19.04
2 歴史資料 本間万吉家資料 寄贈 仏壇１・箪笥１・着物類 H20.01
3 歴史資料 水津出張所跡所蔵文書 その他 文書保存箱 60 H19.12
4 書籍 故羽生平雄蔵書　佐渡郷土資料 寄贈 226 件 H19.08
5 歴史資料 澁谷小左衛門家資料 寄贈 349 件 H19.09
6 書籍 笠井正明家書籍 寄贈 29件 H19.09
7 歴史資料 正法寺ふすま 寄贈 ふすま 10枚 H20.02
8 歴史資料 佐渡の古文書資料 寄贈
マイクロフィルム３
調査カード及び写真等 50
H19.08
３．事業概要
3.1　収集保管事業
事務分掌
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3.2.7　蓮華峰寺建造物保護管理調査
　佐渡市が業者委託で実施した。国指定文化財
の建造物４・県指定文化財の建造物１・登録有
形文化財 16 がまとまる蓮華峰寺・小比叡神社
境内における防災機器設置状況、危険要因等を
調査し、今後の修理・整備計画を提案した。
3.2.8　「佐渡新報」調査
　所蔵者の協力のもとに、保存状態を確認し、
緊急に記録が必要なものについては写真撮影し
た。
3.2.9　姫津地区建造物調査
　江戸時代初期、鉱山町相川の住民に動物性蛋
白質を供給する目的で招かれた漁師集団が開い
た集落「姫津」にある寺院の建築年代を把握した。
3.2.10　木食浄厳上人関連資料調査
　佐渡市指定文化財候補物件である「( 仮称 ) 木
食浄厳上人関係資料」の保存状態確認・実測・
写真撮影・聞き取り等を行い、基礎資料を得た。
3.2.11　大日孁神社資料調査
　佐渡市指定文化財候補物件である「( 仮称 ) 木
食清眼作 大日如来坐像」の保存状態確認・実測・
写真撮影・聞き取り等を行い、基礎資料を得た。
3.2.12　佐渡島内石造物調査研究
　佐渡島には多くの石造物が残されているが、
全島的な所在調査が行われていない。これらの
石造物について実情を把握するために、２か年
事業として、佐渡市が業者委託で実施する。１
年目の今年度は概報を作成した。
3.2.13　佐渡の呼称調査
　奈良時代から現代に至るまでの古文書・絵図・
地図・文学作品・広告に登場する「佐渡」呼称
の事例を集め、変遷や使い分けの様子をまとめ
た。
3.3　デジタルアーカイブ化・データベース 作成事業
3.3.1　「佐渡鉱山関係施設等設計図」デジタル化
　㈱ゴールデン佐渡所蔵の県指定有形文化財
「佐渡鉱山関係施設設計図　一括」は、昭和　
10 ～ 20 年代に作成されたものを中心とした、
鉱山関係の施設や機械などの設計図である。こ
れら資料約 1400 点を、デジタル化した。
3.3.2　「舟崎文庫」デジタル化
　佐渡関係の史料・書籍・鉱山絵図・写真等の
原本・写本を多く擁す「舟崎文庫」は佐渡の近
世・近代史資料の宝庫といえる。これら資料の
内、絵図関係の大部分をデジタル化した。
3.3.3　絵図・絵巻等デジタル化
　相川金銀山・西三川砂金山関連の絵図・絵巻
をデジタル化した。
3.3.4　郷土資料目録作成
　寄贈を受けた資料群の目録を作成し（概要は
下記のとおり）、今後の保管・活用に備えた。
　・故羽生平雄蔵書 佐渡郷土資料　226 件
　・笠井正明家書籍　 　　　　　　  29 件
　・澁谷小左衛門家資料　　　　　 349 件
3.3.5　佐渡を訪れた近代文人資料調査
　掛軸 14・襖２対・額装６・色紙 40・画帳・
短冊 36・屏風８・扇子・写真３を記録撮影。大
町桂月、青木月斗ほかの近代文人ゆかりのもの
も含まれている。
3.36　風間進氏所蔵近現代資料デジタル化
　風間進氏所蔵の佐渡関係雑誌 ( 月刊佐渡ヶ島・
佐山・佐渡・佐渡廼土・佐渡養気会誌・北斗・
佐渡史学哲学年誌・新使命 ) をデジタル化した。
3.4　ホームページ更新
  新着情報の発生や出版物の追加などに伴って、
随時内容を更新した。
3.5　調査回答事業
  文書・電子メール・ＦＡＸ・電話による問い
合わせや調査協力依頼に随時対応した。内容を
大まかに挙げると以下のようになる。
  歴史に関する問い合わせ　33件
  文化に関する問い合わせ　21件
  自然に関する問い合わせ     ４件
  その他　　　　　　　　　　７件
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3.6　イベント
【第 23 回 天領ゼミナール】
　天領研究会との共催
○日　時　平成19年８月４日 (土 )、５日 (日 )
○会　場　佐渡市中興 金井能楽堂、現地見学先
○参加者　99名
○内　容　「佐渡金銀山の研究」をテーマにした
　　　　　講演、現地見学等
○次　第
　・記念講演　「石見銀山と佐渡金銀山―その持
　　　　　　　続へのそれぞれの営み―」
　　　　　　原田洋一郎
 （東京都立産業技術専門学校准教授）　　
　・演　　能　「羽　衣」
　　　　　 　本間　英孝（重要無形文化財保持者
　　　　　　　　　　　　総合指定 日本能楽会会員 )
　・基調講演　「佐渡金銀山の成立」
  　　　　　　田中　圭一（元筑波大学教授）
　・研究発表　「高千鉱山」
  　　　　　　仲田　善夫（佐渡市立七浦小学校長）
　・研究発表　「南沢疎水坑」
　　　　　　 金子　勉（元県立佐渡高等学校教諭）
　・対　　談　「滝沢銀山」
 　　　　　　加藤　貫一（元県立佐渡農業高等学校教諭）
 　　　　　　佐藤　利夫（元県立相川高等学校教諭）
　・現地見学　「相川寺町方面を歩く」
　　　　　　  瑞仙寺・法然寺・寺町に至る石段
3.7　出前授業
　市内小学校の社会科・総合学習における利用
に対応した。
・平成 19年 10月 15 日 ( 月 )
   金井小学校６年生 48名、教員３名
   明治紀念堂案内・解説
・平成 19年 11月 13 日 ( 火 )、15 日 ( 木 )
   金井小学校３年生 50名、教員２名
   明治紀念堂案内・解説、堂の貝塚解説
・平成 19年 11月 19 日 ( 月 )
   金井吉井小学校４年生 22名、教員１名
   金井歴史民俗資料館案内・解説
・平成 20年２月 14日 ( 木 )
   松ヶ崎小学校 5・6年生５名、教員１名
   明治紀念堂案内・解説
3.8　刊行物
3.8.1　調査研究報告書
　・「畑野地区の石仏」
　　（帯刀彌寿正ほか　電子出版）
　・ 「第 22回 全国天領ゼミナール記録集」
3.8.2　図　録
　・「特別展　人間国宝　三浦小平二の世界
　　青磁以前の作品、青磁の世界、画家・三浦小平二」
3.8.3　年　報
 　「佐渡伝統文化研究所 年報」（電子版）
3.8.4　逐次刊行物
　・「佐渡伝統文化研究所だより 第１号」（電子版）
　・「佐渡伝統文化研究所だより 第２号」（電子版）
3.8.5　その他
○ポスター・チラシ
　・ 「特別展　人間国宝 三浦小平二の世界」
○復刻 ( 電子版 )
 　・「鷺流狂言を伝えた人々」　( 池田哲夫 )
○市報掲載記事 ( 電子版 )
　・ 「佐渡伝統文化研究所の『佐渡島』に関す
　　るＱ＆Ａ」①～④
